
 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【永山モデルから永山地域連絡会へ 振り返り】 

平成 28 年 5月からはじまった永山モデル。“いつまでも住み慣れた地域で暮らし 

続けるために”という皆さんの想いから、様々な活動に発展しています！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１２号 

平成３１年３月２８日（木）に開催した第４回永山地域連絡会では、永山団地サポ

ートセンター（お助け隊）や第１回「カレーの日」の報告と永山地域連絡会の振り

返りを行い、今後の活動について話し合いました。 
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カテゴリー これまでの成果！！ 

実行委員会 

形式での実施 

自治会活動の 

応援・支援 

多世代交流 

今後 

生活支援 

居場所 

通いの場 

見守り活動 

★「カレーの日」開催 

・値段 100 円 

・食数 110 食 

＊永山団地自治会の協力（皿・スプーン等） 

★永山団地自治会「サポートセンター」設立 

・料金 30 分以内 300 円 

★永山地域内の居場所 

・商店街 福祉亭、れすと、ほっとセンター 

     ネコサポ、わいわいショップ等 

・サロン １５団体（うち近トレ５団体） 

・地域介護予防教室「永山イキイキ体操」 

・見守り相談窓口の設置 

・見守りサポーター養成講座 

・市民による定期的な見守りのための講座 

・見守り協力員連絡会 

 

 

見守り 

相談窓口 

を継続 

増加に向けて 

継続支援 



【取り組み状況の報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石川様（グループ）：いろんな意見があって大きな課題が

４つでた。①高齢者の孤立②食と安全③無関心層（若い人）

をどう取り込んでいくか。④居場所作りこのような課題の

対策として、昨年実施した（カレーの日）は継続する。Ｕ

Ｒの空き部屋の利用を検討する。子供や若い世代を取り込

みながら居場所を考えていく必要。ただし、費用がかかっ

てしまうのは良くないので十分に検討していきたい。 

次回の永山地域連絡会は… 

永山団地サポートセンターと第 2 回カレーの日（6/15）の報告、今後の具体的な取り組みに 

向けた話し合い（内容やスケジュール等）を予定しています。 

開催日 ６月２７日（木）９：３０～ 

会 場 永山東集会所 

地域のお助け隊「永山団地サポートセンター」 
２月に設立後、３/17(日)に初回の活動（タンスの移動）があり、手間取

る場面もありましたが無事に終了しました。 

現在スタッフ・ボランティアは３人体制となっています。 

今後は、作業に必要な道具を揃えて効率化を図っていきたいです。 

食を通した居場所づくり「カレーの日」 
１２/1(土)に開催した「カレーの日」には、なんと１１０名以上の参加

がありました！途中でお米とルーを追加するほど大盛況で、「またやってほ

しい」という声を沢山いただきました。 

食事後は、外の広場で子どもと大人が一緒に昔遊びをしながら、楽しく

交流しました。 

永山地域連絡会は今後も継続していくことが決定！ 

これからは「つながる」をキーワードに、 

情報共有・意見交換や取り組みを行っていきます！！ 

【今後に向けて】 

○永山地域連絡会について 

・連絡会を年に数回行っていくことは必要だと思う。 

分科会等で検討していくのもいい。 

・活動報告だけではなく、住民の意見を伝える場として連絡会は必要。 

・情報共有から行動連携へ発展できると良い。 

 

○取り組み内容 

・「カレーの日」はぜひ継続していきたい。 

・地域の繋がりがわかるマップを作るのもいいのではないか。 

・子どもや若い世代を取り込みながら考えていけると良い。 

・小学校では、共生社会を学ぶ機会をつくっていきたいと思っている。 

子どもたちの社会勉強として何か取り組めたらと思う。 


